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＜連絡事項＞
・通勤・退勤時の通路についてお知らせいたします。

南山苑裏方向の駐車場から青春裏の階段を下りて旧うみねこ幸房側に抜ける経路は、

今後利用しないようお願いします。

青春前から南病棟横を通り、山門前・厨房棟横の階段を使うルートが正規ルートとな

りますので、そちらを通行するようにしてください。

積雪のため足元が大変滑りやすくなっていますので、通行には十分に注意するように

してください。管理者の方々は周知をお願いします。

・日時：2月7日（金）16：30～17：30　2階　会議室でレセプト関連（出来高病棟、包括病棟）を講師神TOLが行います。夜勤者以外の方は参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～ベルソムラ10回分処方となっています。
・小田　タネ様～外泊中で今朝6時5分に本人より起床しましたと連絡入っています。
9：30より青陽館の体験利用実施です。また心理検査も行う予定となっています。
＜要注目患者様＞
・鈴木　知子様～昨日の午後リハプロ終了後、幻聴内容を伝えている。聴こえる内容は「お前何か来るな。邪魔だ。お前何か死ね。」と言われ「死にたくなる」と言う為、不安・不穏時タンドスピロンクエン酸（10）1Ｔ内服する
部屋に戻って横になっていると話している。夜間は落ち着いている。
本日、午前OTは最後まで参加している。午後の診察終了後保護室に入りたいここだと落ち着かないと話してくる頭の中がぐるぐるして分からない」と聴こえてくるの「嫌、自分でここにいてはダメだと思う」や「こんな私は嫌われている」と思うんだよと幻聴があって辛いなら頓服で対応するし、自分をひげするのはやめようかに頷いている。以後入浴準備をすると言い自室に戻っている。
・山下　幸子様～昨日準夜帯で青風荘の話しだけど、やっぱり乗り気じゃなくて、青風荘のスタッフからもあまり良い印象ではなかったと返事があった事を聞いたので、違う施設を探してもらいたいです。気分の落ち込みについても、先生と話しが出来なくて、スタッフを介して話をする時間を調整する様に言われたので、面談する時間を作ってほしいです」と訴える。気分の
落ち込みについては、スタッフから言われた場面や、直さないといけないと思った部分など、話をするだけではなくて文章で残して振り返りを行う必要があることを説明し、自分の考えも含めて書き留められるようノートの作成を提案する。理解された後は、落ち着いている。 

  　　　　　　　本日は、 他者と一緒にホールのテーブルで新聞紙のチラシを見ている。 

施設入所に関した発言や気分は大丈夫ですと答えている。
・内田　都影様～昨日姉様の面会あり。単独外出・外泊承諾書のサインをして頂き、洗濯代800円を預けられている。姉様の差し入れのみなので売店での買い物はさせない様にと姉様より話がある。差し入れの量も半分にしていくとの事。次回は、2週間後の2/14（金）で財布を持って来るとの事。エコバック2つ、マニキュア、除光液、ライター、ドリンクボトルを返却している。準夜帯で「三沢に理事長の老人ホームがあるんなら私そこでもいいわよ。姉が年取ったら姉の子供に面倒見てもらう事になるし、八戸

にこだわっている訳じゃないの。」と話している。治験も終わったばかりだし、ゆっくり考えましょう に納得されています。本日は、OTにも参加出来ている。嗜好品の受け渡しに希望するお菓子を話されるが準備出来るまで待つ事出来ている。また、量に関しても説明で了解されている。
・小笠原　文人様～本日、リハプロに参加中も奇異な行動が見られ、気分が高揚している様子が窺えていますが、スタッフからの声掛けには応じる事出来ており、日課やプログラムも問題なく行えています。周囲への迷惑行為もなし。引き続き、精神症状の観察と他者とのトラブルに注意していきましょう。

・滝田　英人様～レストランについたスタッフから、食べに来ていないと連絡が入る。訪室すると臥床している。 声かけに びっくりしながら開眼して「今は何時だ。何事だ」と8時で朝食時間だが、食べに行くかと聞くと起き上がりながら食べないなと答えて寝ぼけている様子みられ不食していた昼食の声かけにテーブルへ座ったり、ホールを徘徊している。朝食不食の為、昼食を食べる様にこえかけ「何をいってるんだよ。うるせいな。黙れよ」と怒り口調で対応し移動するのに10分程遅れて移動できている。引き続き身体面と精神症状を観察し関わっていきます。
＜Dr田名部ケース検討＞
・松川　久雄様～水道管の工事が始まると外泊に行く日を検討していく
　　　　　　　　診察時は夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面でも調も訴えは無く、普段はこれまで通りに作業療法に参加して、認知機能訓練課題に取り組んでいる。精神症状面でアルコール渇望感もなく認知機能面でも低下は無いと思われる。
・齋藤　光枝様～喉のイガイガは時々あるとの事。物忘れは困っていないと話されている。
診察では、身体機能面でも歩行器を使用して移動もスムーズに行っている。文字を書く練習も普段行っているが、こちらの方も手の振顫による歪みは少ない事も見られている。認知機能的には、見当識は保たれている。記憶障害は、観察されることがある。感情面では安定している。
・高橋　義明様～幻聴は減ってはいるが独語は続いている。診察では身体面では、頸部のジストニアがやや生じているため薬剤調整が必要である。精神症状面ではまだ幻聴や独語、没入性といった症状があり、作業療法でも要求される課題をその通りにこなせないで別の興味のあることに終始させていることが観察されている。臨時薬変更で2/8よりﾊﾛﾍﾟﾘﾄﾞｰﾙ3㎎→1㎎、アリプラゾール18㎎追加で処方となる
・高橋　伸治様～体調はまあまあと、イライラなしでロジックをしている。
診察では精神症状面でも、欠陥状態はあるが、それなりに疎通はとれていて感情面での不穏もなく終了しています。内服薬変更なし。
・鈴木　知子様～幻聴はすごく保護室へはいりたいと話されている。診察でも、幻聴があり保護室に入りたい事を希望されている。2/8より内服薬変更でリスペリドン3㎎レボトミン15㎎中止となり、フルメジン3㎎追加処方となる。
・成田　富士子様～診察時、最近は、全然良くないですと話しています。どこがですかに
言いたくありませんと答えられ眠れていますかに無言で対応している。
・千葉　光広様～診察時、腰の痛みはあると話されオシッコはでているとの事。青山荘に戻りたいかの問いにあまりと答えている。内服薬変更なしです。
・飯豊　信雄様～診察時、金属音はなくなってきたと、苛々もないとの事です。内服薬変更なしです。
・尾嵜　マリ子様～診察時、右肩が痛いと訴えにて塗り薬が欲しいとの事でスミルスチック1本処方となる。また、入院前に比べて話かたが少しスムーズになったと答えている
・織笠　健太郎様～診察時、本人からオランザピン処方してほしい、下痢が続いていますと話されている。今日からにして下さいと要望聞かれています。退院までは特にしたい事はないです。2/8より内服薬変更でブロムペリドール2㎎アリプラゾール6㎎中止。オランザピン15㎎追加処方となる。
